
Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc.

地域文化倶楽部(仮称)の創設に向けた調査研究事業
事業概要

2020年５月27日

資料２



Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. 1

本事業の目的

◼ 学校における部活動とは？
✓ 「学校の業務だが、必ずしも教師が担う必要のない業務」

✓ 「学校や地域住民と意識共有を図りつつ、地域で部活動に代わり得る質の高い活動の機会を
確保できる十分な体制を整える取組を進め、環境を整えた上で、将来的には、部活動を学校
単位から地域単位の取組にし、学校以外が担うことも積極的に進めるべきである。」

✓ 「政府は、教育職員の負担軽減を実現する観点から、部活動を学校単位から地域単位の取
組とし、学校以外の主体が担うことについて検討を行い、早期に実現すること。」

地域で部活動に代わり得る質の高い活動の機会を確保できるよう文化部活動の地域移行
に係る事例の収集・調査研究を行い、課題や仕組み、手法について取りまとめ、国の支援
の在り方について検討する。

（平成31年1月中央教育審議会答申とりまとめ より）

（公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特別措
置法の一部を改正する法律案に対する附帯決議 より）
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仮説の設定と調査の視点

◼ 学校の教育活動、地域での文化活動の
二つの領域にまたがる調査を行いながら、
学校の教育活動を地域連携でより活性
化していく仕組みを新しく提言していくこと
が必要。

◼ 学校の働き方改革の緊急性も鑑み、教
員の業務負担軽減の観点にも十分に配
慮も必要。

図 課題仮説と調査の視点

多様な専門領域における調査を、

迅速かつ的確に行うための工夫が必須

1. 文化部活動の地域移行に係る課題仮説
を調査開始当初に構築し、調査設計

2. 課題仮説を持つことで、調査の視点が深
まり、文化部活動の実情にそった調査項
目となることに期待

3. 有識者会議での議論を踏まえ随時ブラッ
シュアップ
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

全国アンケート
調査

プレヒアリング

事例収集・

ヒアリング

有識者会議

課題仮説に基づき
調査項目を迅速に作成

有識者会議でヒアリ
ング対象案を確定後、
すみやかに調査開始

委員委嘱

文献調査から対象
をピックアップ済み。

文献調査と課題仮説の構築
により、迅速に調査開始

アンケート調査結果を
モデル構築へ反映。
モデルの普及可能性を
検証。

調査の最終取りまとめ

報告書印刷・
発送

文
献
調
査
は
完
了

事例集等は
文化庁HP等で
公開
➢ 広範囲での
活用を促進

1 2 3 4 65 7 8

文化部活動の視察
及び意見交換

調査の全体像（全体スケジュール）
a. 事例の収集・調査研究

i. 基礎的調査（文献調査、アンケート調査、プレヒアリング）

ii. 事例取集・ヒアリング（文献調査、ヒアリング調査、成果物作成）

iii. 研究成果の提示

b. 有識者会議

c. 調査の最終とりまとめ（報告書、事例集の作成）

図 本調査研究の全体像

a

b

c中間とりまとめ
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調査の全体像（調査詳細）

a. 事例の収集・調査研究

i. 基礎的調査（文献調査、アンケート調査、先行プレヒアリング）

⚫ 有識者会議への参考資料、文化庁殿での政策検討資料、研究成果へ反映

調査項目
アンケート調査

（教育委員会・自治体）
先行プレヒアリング 文献調査

文化部活動の受け皿
となりうる団体・民間
事業者の調査

○ ○ ○

各文化団体が実施し
ている児童生徒対象
の活動の把握

○ ○ ○

学校施設設備利用の
現状・課題の把握 ○ ○

合理的な指導法につ
いての研究 ○*

＊詳細調査はii事例の収集・ヒアリングで実施。
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調査の全体像（調査詳細）

a. 事例の収集・調査研究

ii. 事例取集・ヒアリング（文献調査、ヒアリング調査、成果物作成）

◼ 学校における教員等の負担を軽減し、生徒に持続的に質の高い文化活動の機会を提供するための場
所、費用、指導者の確保の方策の検討に資する【事例】に関して、主にウェブサイトからの公開情報によ
る文献調査を実施し、注目すべき事例についてヒアリング調査を行う。

Step①文献調査

Step②ヒアリング調査
Step③事例集の作成①学校の文化部活動の環境を利用し、保護者や地域

が運営主体となっている事例

②文化団体が運営主体となり、公共の文化施設などを
活用している事例

③総合型地域スポーツクラブ、カルチャーセンター等が運
営主体となっている事例

④芸術系大学、教員養成大学が運営主体となってい
る事例

⑤民間事業者に全部又は一部を委託している事例

⑥部活動を地域移行するための枠組みを定めている事
例又は研究している事例

⑦短時間で効率的効果的な練習を実施している事例

⑧その他調査に有効な情報となる事例

【事例】

図 ヒアリング調査実施フロー
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◼ 調査対象リストの作成
◼ 機関に関する基礎情報・調査項目毎

の取り組みについて収集
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議事録を作成して
正式にご報告

情報共有を目的として
報告

◼ 調査趣旨、ヒアリング項目などを依頼時に提示。
◼ 複数の候補日程を提示し、日程調整。

ポイント
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必要に応じてメールインタ
ビューやオンラインインタ
ビュー等も検討
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に
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【ⅰ基礎的調査】

【i基礎的調査】の
収集結果共有

【ⅱ事例・ヒアリング調査】

【ⅲ研究成果】

◼ 学校施設設備の開放の方針
◼ 部活動を学校外の活動とした
場合の課題

◼ 指導者確保の方策
◼ 活動経費の負担の在り方、確
保の方策

◼ 国の支援の在り方

有識者委員会・文化庁
殿の意見を反映
有識者委員会・文化庁
殿の意見を反映


